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現行の学習指導要領体育編では子どもが課題を見付けた上でその課題を解

決する学習過程が求められている。本研究では体育の授業において子どもが

課題を発見することを前提に、どのような特徴を有するか検討した。なお、

本研究では、子どもが体育の経験から想起したことを広く課題と捉えた。 

子どもの課題を集める際、教師による思考の制限や誘導をできる限り排除

するために、無記名の感想文として集約した。その用紙には、教師からの質

問は載せずに記述させた。子どもの感想文の中から、課題として抽出できる

ものだけを集め、KJ法を援用し、研究協力者と共に分類した。 

  本研究で取り上げた４つの実践において、子どもの記述の総数は３４０と

なった。その中で課題と認められる７６の記述を１７に類型化した。それは、 

・ 向上心の萌芽 

・ 運動への試行的欲望 

・ 取り組みの更新 

の３つの特徴を有することが認められた。 


